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概要版 



①２０２０年頃をピークに高齢者  
     数の減少 
②人口減少、高齢化による地域   
     コミュニティの弱体化、産業の   
     衰退 
③長年かけて整備してきた医療・ 
     介護サービスや雇用の余剰の  
   懸念 
④若い世代を中心とした移住者 
     が増加傾向 

①高齢者人口が今後も増加する 
   推計 
②元気な高齢者のセカンドライフ 
   の多様化 
③高齢者の増加に伴う医療・介  
   護サービスの不足の懸念 
④地方への移住希望者の増加、  
   Ｕ・Ｉターンの活発化（５０代男 
   性の半数が移住に前向き） 

地方への 
移住を促進 

人口増加、産業の 
活性化を目指す 

東京圏 鹿角市 

移住の機運
の高まり 

鹿角をＰＲし、 
呼び込めないか 

１．かづの版ＣＣＲＣのねらい 
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（１） 「まちなか」ＣＣＲＣ（花輪） 

①買い物や病院の利便性といった都市機能の享受 

まちなか居住の推進 

②空き家や空き店舗の活用 

移住しやすい環境づくり、景観の改善 

③診療所や地域包括支援センター、介護施設等が 

    徒歩圏内 

地域包括ケアシステムの構築の推進 

④コモッセや福祉プラザ、高齢者サロン等が徒歩圏内 

芸術・文化、生涯学習、生きがいづくりへの参加 

自家用車を持たない高齢者にとっても
暮らしやすいＣＣＲＣ 3 

２．かづの版ＣＣＲＣの方法 



スーパー 

スーパー 

福祉プラザ 
児童センター 
保育園 

公園 高齢者サロン 

ドラッグストア 

郵便局 

文化ホール 
市民センター 
子ども未来センター 
図書館 
交流広場 

コンビニエンスストア 保健センター 
市役所支所 

地域包括支援セン
ター 
法テラス 

グループホーム 

銀行 

銀行 

ドラッグストア 

定期市場 

市場 

保育園 

小学校 

歯科医院 

診療所 
整骨院 

コンビニエンスストア 

福祉コミュニティ 

移住や住み替えに適して
いるため、まちなか居住が

推進できる 

商店街 

花
輪
駅 

道の駅 

駅から約600ｍの徒歩圏

内で買い物や通院などの
都市機能の享受 

ＪＲ花輪線・花輪駅を起点
とした交通アクセス（市内
のほか、大館、盛岡） 

地域包括支援センターや
福祉プラザのほか、診療
所や高齢者施設による包
括的なケア 

コモッセや高齢者サロン、
定期市場などの交流拠点 

まちなか
オフィス 

法テラスがあることも、花
輪の特徴のひとつ 
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①買い物や病院の利便性といった都市機能の享受 

２．かづの版ＣＣＲＣの方法  （１）「まちなか」ＣＣＲＣ（花輪） 



レベル１・２が圧倒的に多
い 

住宅 店舗兼住宅 店舗 貸家・アパート その他 1 2 3 4
52 35 6 3 2 6 4 36 8 4

件数
用途 レベル（良1⇒悪4）

花
輪
駅 

空 ：レベル１ 管理されている 

：レベル２ 管理がやや不十分 空 

空 

空 ：レベル３ 管理が不十分であり、 
       相当の補修が必要 

：レベル４ 管理されていない 

空き家の活用、リノベーションを推進し、移住しや
すい環境づくり 
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②空き家や空き店舗の活用 

※平成２８年１２月時点 市市民共動課調べ 

２．かづの版ＣＣＲＣの方法  （１）「まちなか」ＣＣＲＣ（花輪） 

かづの「田舎のねじろ」（空
き家バンク）による移住支
援を実施しているが・・・ 

 
まちなかの登録物件は 

０件 

空き家があっても活用されなければ意味がない 

一人暮らし高齢者数は
右肩上がりで推移する

推計 
 

→空き家予備群となる
可能性 



③診療所や地域包括支援センター、介護施設等が徒歩圏内 

（資料）厚生労働省が構築するイメージ 
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２．かづの版ＣＣＲＣの方法  （１）「まちなか」ＣＣＲＣ（花輪） 



生きがい
の創出 

【コモッセ】 

芸術・文化 

様々なイベン
ト 

【高齢者センター】 

健康づくり教室 

レクリエーション 

【高齢者サロ
ン】 

趣味や経験に
よるふれあい

の場 

・健康寿命の延伸 
・ひきこもり高齢者の減少 

・まちの賑わい 

移住してきた高齢者が参画することで、さらに効果大 

地域活動に参加 
する人が増加 

好循環 

④コモッセや福祉プラザ、高齢者サロン等が徒歩圏内 
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２．かづの版ＣＣＲＣの方法  （１）「まちなか」ＣＣＲＣ（花輪） 



コモッセ 

地域包括支援センター 
高齢者センター 

空き家・空き店
舗の活用等 

商店街 

（資料）まち・ひと・しごと創生本部『「生涯活躍のまち」構想に関す手引き（第３版）』を加工して作成 8 

まちなかオフィス
介護支援ボラン
ティア制度等 

「まちなか」ＣＣＲＣ（花輪）の生活イメージ 

２．かづの版ＣＣＲＣの方法  （１）「まちなか」ＣＣＲＣ（花輪） 



（２） 「保養地型」ＣＣＲＣ（大湯） 

①温泉等の地域資源の活用 

共同浴場等の温泉、滝めぐり等の保養コンテンツ 

④空き家や空き店舗の活用 

移住しやすい環境づくり、景観の改善 

③エリア内に病院や介護施設の集中 

地域包括ケアの構築の推進、医療・介護との連携 

 ② 「湯都里」と「湯の駅おおゆ（仮称）」といった新たな拠点施設 

   の整備 

生涯学習や健康づくり、多世代の交流の創出 

鹿角らしい「癒し」を享受できるＣＣＲＣ 9 

２．かづの版ＣＣＲＣの方法 



郵便局 

歯科医院 

銀行 

大湯支所 

コンビニエ
ンスストア 

小学校 

ホテル鹿角 

保育園 

ケアホーム 
交流サロン 

共同浴場 

整体院 

湯の駅 
※平成３０年 
オープン予定 グループ

ホーム 

デイサービス 
ショートステイ 
グループホーム 
介護予防センター 

温泉保養センター 
老人福祉センター 
地域包括支援センター 

病院 

共同浴場 

共同浴場 

共同浴場 

４か所の共同浴場や温泉施
設が点在している 

病院、介護施設で温泉を活
用したリハビリテーションな
どの湯冶を積極的に行って
いる 

温泉保養センター「湯都
里」では地域包括ケアや高
齢者の生涯学習・健康づく
りと入浴機能の一体化 

湯の駅オープンに伴う地域
の活性化、多世代交流の
創出 

温泉を活用した鹿角らしい
「癒し」を享受できるため、
移住に適している 直径約2ｋｍ 
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①温泉等の地域資源の活用 

２．かづの版ＣＣＲＣの方法 （２）「保養地型」ＣＣＲＣ（大湯） 



②「湯都里」と「湯の駅おおゆ（仮称）」といった新たな拠点施設の整備 

○温泉保養センター「湯都里」（平成２９年４月１日オープン）  

 旧ゆとりランドの持つ日帰り入浴施設の機能を継続しつつ、高齢
者の介護相談等の窓口となる包括支援センターと高齢者の健康、
生きがいづくりを行う老人福祉センターの機能が集約した施設とし
てリニューアル 

○「湯の駅おおゆ」（平成３０年オープン予定） 

 温泉を活用した観光施設であり、豊かな自然による公園やキャン
プ、農業体験ができるスペースの整備 

 

 

 

 

大湯地区に新しい人の流れが生まれる 

この機運を利用した多世代交流や高齢者の活躍の場の
創出といった、新しい可能性を秘めている 11 

２．かづの版ＣＣＲＣの方法 （２）「保養地型」ＣＣＲＣ（大湯） 



③エリア内に病院や介護施設が集中 

○医療・介護サービスを享受しやすい環境にあり、「保養地型」ＣＣ
ＲＣの推進することにより、「まちなか」ＣＣＲＣ（花輪）のケースと同
様、地域包括ケアシステムの構築にもつながることが期待される 

 

○大湯地区は、医療・介護の仕事に従事している方が多い地区で
あり、今後、高齢者の減少により医療・介護サービスのニーズの低
下が懸念されている 

⇒雇用の維持・確保の観点からも、医療・介護と連携しながら、大
湯地区でＣＣＲＣを推進する必要がある 
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２．かづの版ＣＣＲＣの方法 （２）「保養地型」ＣＣＲＣ（大湯） 



④空き家や空き店舗の活用 

住宅 店舗兼住宅 店舗 貸家・アパート その他 1 2 3 4 不明
73 65 6 0 0 2 3 37 21 7 5

レベル（良1⇒悪4）用途
件数

空 ：レベル１ 管理されている 

：レベル２ 管理がやや不十分 空 

空 ：レベル３ 管理が不十分であり、相当の  
       補修が必要 

空 ：レベル４ 管理されていない 

レベル
１・２を
活用 

移住や起業促進のため、空
き家の活用、リノベーションが
しやすい環境づくりが必要 
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※平成２８年１２月時点 市市民共動課調べ 

２．かづの版ＣＣＲＣの方法 （２）「保養地型」ＣＣＲＣ（大湯） 



湯都里 
湯の駅 

地域包括支援センター 
老人福祉センター 

介護支援ボラン
ティア制度等 空き家・空き店

舗の活用等 

商店街 

リハビリ温泉 
病院 
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「保養地型」ＣＣＲＣ（大湯）の生活イメージ 

２．かづの版ＣＣＲＣの方法 （２）「保養地型」ＣＣＲＣ（大湯） 



 

 

 

 

 

「まちなか」ＣＣＲＣ（花輪） 

まちなかへの住み替え支援の方法 

「保養地型」ＣＣＲＣ（大湯） 

 買い物等の利便性の向上 

共通 

①中高年齢者が少人数移住してくるだけでは、地域活動や経済の活性化と 
     いう効果が薄いのではないか 
②精神科や泌尿器科の医師不足、三次医療機関まで距離がある 
③介護サービスや人材の確保ができるのか 
④大学等の高等教育機関と連携した生涯学習の機会の提供 

様々な事業に関連する課題が想定されるため、 

ＣＣＲＣをコンセプトとした事業間の連携により、
包括的に取り組む必要があるのではないか 15 

（３）かづの版ＣＣＲＣの課題 

２．かづの版ＣＣＲＣの方法 



ＣＣＲＣをコンセプトの 

ひとつとして、既存事業や
団体との連携・拡充によっ

て実績をつくる 

高齢者にも暮らしやすいまちと
いうイメージを醸成し、どの世
代でも移住が促進する 

かづの版ＣＣＲＣの方向性 

方向性 目標 

• それぞれが持つ機能を活かすことで中高年齢者の移住を推進し受
け入れることは可能である 

• 解決しなければ移住ができないという課題があるわけではない 
     （それはどの世代の移住に対しても同じ） 

• いきなりアクティブシニアを受けれようとしても、移住する側にも受け
入れる地域住民側にも準備が足りない 
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⇒かづの版ＣＣＲＣを推進するための課題に取り組みながら、元気な中高年齢 
   者の移住実績を積み上げていく 
⇒かづの版ＣＣＲＣを推進することで、若者だけでなく高齢者にも暮らしやすい 
     まち、などのＰＲにもつながる 

３．かづの版ＣＣＲＣの方向性と課題に対する取組の考察 

 （１）方向性の考察 



（２）課題に対する取り組みの考察 
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３．かづの版ＣＣＲＣの方向性と課題に対する取組の考察 

「まちなか」ＣＣＲＣ 「保養地型」ＣＣＲＣ 

課題 まちなかへの住み替え支援の方法 買い物等の利便性の向上 

状況 ・国においては、高齢者の住み替えのため、
高齢者が現在の持ち家などの居住用資産
の資金化について、金融機関、不動産、リノ
ベーション事業者等の民間と連携した支援
を検討 

・一方、本市においては、土地需要の低さか
ら、不動産の資金化が難しい。実際、まちな
かへの住み替えの意向を持つ方が、その希
望を実現できない理由として、「経済的な理
由」が6割を超えている（Ｈ２８市民アンケー
ト） 

・近隣のスーパーまで距離があるなどの買
い物等の公共交通が不便である 

取組 ・地方都市での事例がないため、鹿角らしい
別のアプローチを実現する 

・有償運送サービスの検討 

＜事例＞コールサービス孫の手（ＮＰＯ法
人） 
・移動販売や宅配サービスの検討 

・移住者のマイカー取得を支援（平成２９年
度からマイカー購入費用を含む移住者向け
ローンへの利子助成を開始予定） 

①ＣＣＲＣごとの課題 



②共通の課題 
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３．かづの版ＣＣＲＣの方向性と課題に対する取組の考察 

（２）課題に対する取り組みの考察 

課題 高齢者が少人数移住してくるだけで
は、地域活動や経済の活性化とい
う効果が薄いのではないか 

精神科や泌尿器科の
医師不足、三次医療
機関まで距離がある 

介護サービスや人材
の確保ができるのか 

大学等の高等教育機
関と連携した生涯学
習の機会の提供 

状況 ・全国の事例を見ると１００人規模の
移住の想定が多く、１００人分の単
身高齢者支出では年間１．８億円程
度の消費喚起効果。 

・経済効果のほか、地域に溶け込め
ず孤立するのではないか。 

・精神科、泌尿器科を
市内で受診できない 

・高度な医療（三次医
療）は盛岡市、秋田市
等まで行かなければ
ならない。 

・介護職員の求人を
行っても、申し込みが
なかなか無い状態で
あり、介護サービス充
実のためのリハビリ専
門職、看護師が不足
している。 

・日本版ＣＣＲＣでは、
大学等との連携によ
り、知的好奇心を満た
す取組や多世代の交
流の場の創出につな
げることが重視されて
いるが、大学等の高
等教育機関の立地が
ない。 

取組 ・移住支援団体（ＮＰＯ法人かづのｃｌ
ａｓｓｙ）と連携し、移住者目線で地域
に参加しやすい環境づくり、地域活
動へのマッチング 

・移住・定住事業の対象をこれまで
の４０代までから６０代まで拡大
（例：中高年齢者向けのお試しツ
アー、大湯の「癒し」をテーマにした
移住ＰＲ） 

・本市に必要な人物像（職業や経
験）を提示したＰＲ 
→少人数から初めて結果的に１００
人規模になることを目指す。 

・医師確保対策支援 

・２４時間電話相談受
付窓口の設置 

・生活支援コーディ
ネーターの配置 

・シルバーリハビリ体
操指導士の養成 

・既に行っている事業
（介護人材確保推進
事業）だけでなく、介
護支援ボランティア制
度を活用し、高齢者
が高齢者を支える互
助の取組も構築して
いくことが必要 

・鹿角ＧＥＮＫＩカレッジ
（高校生から青年層
が対象） 

・希望するライフスタイ
ル（何を重視するの
か）に応じた就労・ボ
ランティアのメニュー
化 



○ホテルの空き部屋を活用した別荘型２地域居住 
⇒ホテルの空き部屋を別荘に見立てた温泉や森林セラピーなどの保養コンテンツを提供 

⇒ホテルでは、年平均の客室稼働率は５～６割であり、一部を長期滞在用に提供すること
は可能であるとのこと 

⇒ホテルの料金形態は、会費制をイメージ 

⇒大湯限定のお試し居住として活用できることや田舎を持つ人が少ない葛飾区からの呼び
込み、かづの有料観光ファンとの連携 

⇒利用者に消費動向等のアンケート調査を行い、移住の経済波及効果の算出など 
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３．かづの版ＣＣＲＣの方向性と課題に対する取組の考察 

（３）かづの版ＣＣＲＣをさらに推進するための施策案 

（４）研究の総括 
• 「まちなか」ＣＣＲＣと「保養地型」には、ＣＣＲＣの機能が備わっており、推進することは
可能であることがわかった 

• 洗い出した課題は、定住対策の分野が多く、まちづくりの様々な分野と関連する 

• ＣＣＲＣのコンセプトのもと、事業や様々な団体と連携・拡充をすることで、かづの版ＣＣ
ＲＣを実現していくという方向性を示すことができた 


